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た

争

お

お
よ
針

春

争

好

祭．
の
Ⅶ
案
内

拝
　
啓
　
陽
春
の
候
、
皆
さ
ま
に
は
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
吉
祥
院
天
満
官
に
は
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
た
る
四
月
十
三
日
（日
）に
は
入
学
祭
、
同
二
十
五
日
（金
）に
は
当
官
恒
例
の
春
季
大
祭
な
ら
び
に
神
賑
行
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ

左
記
の
通
り
執
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
参
拝

・
御
観
覧
に
お
越
し
下
さ
れ
ば
幸
せ
に
存
じ
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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記
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）
入
　

挙
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“徐
　
（小
学
校
入
学
奉
告
祭
）
四

月

十

一二

日

（日
）
午
前
十
時
～
十
時
三
〇
分

こ
の
た
び
新
小
学

一
年
生
に
な
ら
れ
た
か
た
の
小
学
校
入
学
を
天
神
さ
ま
に
御
奉
告
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
的
で
明
る
い
、

そ
し
て
よ
く
お
勉
強
の
で
き
る
お
子
様
に
な
つ
て
頂
き
ま
す
よ
う
御
祈
祷
い
た
し
ま
す
。
（無
料
）

御
参
列
の
か
た
に
は
、
お
祝
い
と
し
て
お
勉
強
の
御
守

・
鉛
筆

。
お
菓
子
な
ど
授
与
い
た
し
ま
す
。

当
日
、
左
の
申
し
込
み
書
を
受
付
に
御
持
参
に
な
り
、
保
護
者
の
か
た
も
御
同
伴
な
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
祭
典
後
、
吉
祥
院
天
満
宮
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
第
二
十
二
団
に
よ
る
団
員
募
集
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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四

月

二

十

五

日

（金
）

一
、
祭
　
典
　
執
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日
　
午
前
十
時
（約
二
〇
分
）

一
、
津
軽
三
味
線
と
歌
謡
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
　
　
　
　
　
　
同
日
　
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
（約
二
〇
分
）

京
雀
会

一
、
子
　
ど
　
も
　
一ハ
　
斎
　
奉
　
納
　
　
　
　
　
同
日
　
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
（約
二
〇
分
）

吉
祥
院
子
ど
も
六
斎
会

一
、
日

本

舞

踊

ｏ
吉

祥

院

音

頭

奉

納
　
　
同
日
　
午
後
七
時
十
分
よ
り
（約
二
〇
分
）

若

栄

会

社

中

一
、
エハ
　
斎
　
奉
　
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日
　
午
後
八
時
よ
り
（約
七
〇
分
）

吉
祥
院
六
斎
保
存
会

一
、
こ

ど

も

神

輿
　
四
月
十
九
日

（土
）
午
後

一
時
五
〇
分
神
社
出
発
―
吉
祥
院
商
店
街
巡
行
―

吉
祥
院
こ
ど
も
神
輿
会
　
　
　
―
吉
祥
院
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
到
着

（小
雨
決
行
）

一
、
祭
時
社
頭
提
灯
献
燈
　
　
　
　
四
月
二
十
四

・
五

・
六
日
中ち
よ
う
ち
ん

社
殿

・
舞
台

・
境
内
各
所
に
お
よ
そ
三
〇
〇
燈

　

（お
提
灯
の
献
燈
募
集
中
）

ご
注
意
　
二
十
五
日
は
、
境
内

・
参
道
に
露
店
が
並
び
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
で
の
ご
参
拝
は
お
控
え
願
い
ま
す
。

状
況
に
よ
り

一
部
行
事
の
変
更

・
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※

十

二

よ

い
り

の
特
別
祈
祷
を
執
り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
春
数。
なヽ
年，
十
一一一歳．

（平
成
二
十
五
年
生
れ
）或
い
は
満
十
三
歳
の
か
た
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
節
日
と
し
て
お
参
り
下
さ
い
。

ご
祈
祷
の
お
か
た
に
は
、
お
べ
ん
き
ょ
う
の
お
守
り
と
御
札

・
吉
祥
丸
さ
ま
ス
ト
ラ
ッ
プ

・

学
業
鉛
筆

・
絵
馬

・
天
神
さ
ま
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
を
授
与
い
た
し
ま
す
（御
祈
祷
料
金
五
千
円
）

■

お祈り
いたしましょう

ちえと能力開発
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吉祥丸きまストラップ・

特別祈祷のお方には

事業向上御札・目守・

天神さまマグカップ
などを受けて頂きます

学
校
名

本
人
氏
名

ふ
り
が
な

住

所

小
学
校

一Ｔ

女  男
性
別

生
年
月
日

親
の
氏
名

ふ
り
が
な

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

入学祭(小学校入学奉告祭)
無 料 祈 祷 申 込 書
(ご記入頂き当日お持ち下さい)

令和
‐
7年 4月 13日 (日 )午前 10時

(午前 9時 55分までには御祈祷
受付所で受付をお済ませ下さい)



今
和
七
年
春
季
え
碁

（え
沖
祭
）

え
満
営
義
路
義
輪
無
上
と
、
臨
時
義
輪
場
ご
利
用
の
お
願
い

口
月
二
十
二
日
の
キ
雀
六
時
噴
に

「六
斎
」
の
道
具
運
搬
の
車
が
通
路
矢
印
の
方
向
へ
進
入
し
ま
す
。

ま
た
六
斎
終
了
後
の
キ
後
九
時
キ
項
に
は
逆
方
向
に
出
て
行
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は

「六
斎
」
の
道
具
運
搬
車
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
こ
の
通
路
附
近
に
は
自
転
車
を

停
め
な
い
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
京
都
府
南
警
察
署
か
ら
天
満
宮
周
辺
道
路
上
の
駐
輪

（特
に
吉
祥
院
こ
ど
も
園
附
近
）
が
交
通
の
妨
げ
に

な
る
と
の
注
意
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
は
で
き
る
限
り
徒
歩

・
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◎舞殿東側神苑(地図○印で囲んだところ)を

臨時駐輸場にいたしましたので、ご利用下さい。

収容台数に限りがありますので、満車の場合は

あしからずご了承願います。
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